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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「夏」　
旧暦 ：卯月一日～水無月三十日　新暦 ： 平成28年5月7日～平成28年8月2日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「夏」　
同 降 虎 雨   (同じ頃降るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(とら),虎)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あめ),雨)）
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夏は5月7日(新暦)からで、平年通りのスタートです。暦上の入梅は、標準旧暦より2日早い五月六日（新暦6月10日）。ほぼ平年並みの梅雨入り、ですかね。
6月5日(新暦)頃より夏の気配が濃くなっていくでしょう。
この夏は若干短め。残暑は割と優しいかも、と予想します。

「虎が雨…旧暦五月廿八日の雨。曾我兄弟が討たれた日に流した愛人虎御前の涙雨」
 (写真：水無月廿日＜新暦7月23日＞：シソにオンブバッタ)
2． 今年の 「夏」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	梅雨入り（関東甲信地方）
	6/5
	皐月一日
	-3

	アジサイ開花日(銚子）
	6/13
	皐月九日
	-1

	ミンミンゼミ初鳴日(銚子）
	7/25
	水無月廿二日
	-4

	梅雨明け(関東甲信地方）
	7/28
	水無月廿五日
	+7


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

今年は「水」に悩まされた夏でした。西日本では梅雨前線の影響で、所々で大雨を記録しました。特に6月19日（新暦）から30日（新暦）にかけての大雨は、西日本各地に土砂災害、浸水被害をもたらしました。また北日本、特に北海道では頻繁に通過する低気圧の影響で、これまた各地で大雨となりました。
一方、関東地方に関しては雨量の少ない夏でした。冬の少雪と相まってダムの貯水量が減少、利根川水系では取水制限も実施されました（右下の写真は江戸川の様子。梅雨なのに中洲が出現！）。
全国の梅雨入り（速報値）は、一部を除き、平年並みか、平年より若干早め。予想はほぼ的中かな…。
台風の発生が遅れた夏（台風1号の発生は、7月3日（新暦）で、過去2番目の遅さ）でもありました。
3． 元ちゃんの 「夏」　
梅雨と立葵…立葵は梅雨の始まるころから咲き始め、梅雨が明ける頃に茎の先端まで咲くと言われて
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います。さて、今年の梅雨と立葵は？
梅雨入り直前の立葵　     梅雨真っただ中の立葵 　　　　　　　   梅雨明け直後の立葵   　あれっ　梅雨なのに水がない
卯月廿九日（28/6/4）　    皐月十五日(28/6/19)　    水無月廿七日(28/7/30)　  　皐月七日(28/6/11)
4． 元ちゃんの旧暦予想 「秋」　新暦28.8.3～28.10.30
如 来 鶏 皮    （到来EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(もころ),如)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(そぞろざむ),鶏皮)）
8月3日(新暦)からが秋です。秋の入りの頃は、まだ平年並みと予想しますが、この後は徐々に季節の進みは早くなっていきます。秋冬野菜の種まきは若干早めの方が良いかもしれません。本格的に秋の芳香が匂い始めるのは9月1日(新暦)頃から。十五夜（芋名月）は9月15日(新暦)、また十三夜（栗名月）は10月13日(新暦)。
「そぞろ寒鶏の骨打つ台所　寺田寅彦」






旧暦よ！　永遠に！








